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針葉樹エゾ松挽立てにおいて、その価値歩止りには木取法或は対照素材の等級差により大
きく左右されるものがあり、従来の綜合された歩止り資料では窺い得ない点があるので、
木取りと歩止り、素材品等歩止りの関係及びそれより推定される素材格差について次の如
き考察を行った。
1. 調 査 方 法       

(イ) 供試素材  当所土場在荷エゾ松材のうちより、製材歩止りに素材等級差以外の因子
が大きくはたらかない様に、長さ 12 尺、径級 1 尺 3 寸前後の形状の相似せる素材
を各等級毎 9 本宛計 27本を選木した。その内訳は第 1表の如くである。

第 1 表

(ロ) 木取り法法比較考察の適正を期するために(a)採材種、(b)挽き方を次の如く限定し
た。即ち各等級毎の 9 本を

板類を主材とするもの
挽割類      〃         各 3 本
挽角類      〃
に分け、更にこれらの各々を枠挽き丸挽き、複合挽、に分けた。これを大略図示すると
第 2 表の如くである。



第 2 表

2. 調 査 成 績       
  上述の方法により採材製品の材種別、形量別の品等歩止りを求め、各々に製材価格指数
を乗じて価値歩止り指数を算出した。これらを総括したものが第 3 表である。

第 3 表
(注) 尚使用せる製材価格指数のうち標準的なものを略記すると第 4表の通りである。

第 4 表



3. 考        察
(イ) 木取り(枠挽き、丸挽き、複合挽き)と価値歩止りの関係について(第 5 表参照)

  第 5 表

その得たる価値歩止りには著しい差が見られるが、製品歩止りとの関連より枠挽きによ
る場合が歩止りも高く、又素材の優良部より漸次不良部に移行採材する考え方良く生か
され、材質に応じた価値の製品が得易いことを示して居る。その製品歩止り 1％当りの価
値指数も中位であり、その点エゾ松木取りの一般的な良い木取りと考えられる。丸挽き
においては価値の平均された製品が得られ、その 1％当りの価値指数も高いが、これは素
材欠点が此の木取りによれば分散されるし、又卓子盤以下の副機の集約採材の可能な余
地が残される処に原因があると思う。形量、就中厚さの定まって居る特殊な製材の木取
りにおいて有利である。
廻挽きの場合、その価値歩止りは低かったが、これによると採材製品の形量或は品等別
の歩止りに偏りが見られる反面、材質に最も良く応じた製品が得られる利点もあるが、
全体としては歩止りの低下がみられることより、エゾ松挽立てにおいて特殊な木取り法
に属し、寧ろ広葉樹の如く素材欠点少なく、且内部の展開状況の明瞭なものに用いその
特性の生きる木取りと思われる。
(ロ) 材種別採材(板類、挽割類、挽角類)と価値歩止りの関係について
挽角類を主に採材した素材の製品価値歩止りを 100 とすると、挽割類を主採材種にした
素材については 98.1、板類を主採材種にした素材は 87.2 なる指数比率で表された。(注
供試方法としては主採材種

第 6 表

のみ採るべきであるが、何れの場合も製品の実際価値を考慮して、他の材種も最小限に
入った(2～3％)が、共通値であるので価値歩止りの比較には直接支障とはならないと思
う)
尚製品歩止りについては第 6 表の如くであったが、挽角類或は挽割類を主体に採材する
ことが、所謂「役物材」の形量より考えて有利であるのは当然と思われる。第 3 表を参
照すると、Ⅰ等素材を対照とした時は、板類、挽割類、挽角類に区分採材を行っても左
程の差は見られないが、Ⅱ或はⅢ等素材の場合板類を主採材種にした時に急激に価値歩
止りが下がって居る。この様に板類を主とした場合が一番低位にあるのは、素材品位の
低下に伴って、エゾ松材質の関係から、挽割或は挽角の採材と異なり、木材欠点の除き
方が難しいため製品等級が下がった事と、板挽きによる歩減りが原因と考えられる。
(ハ) 素材品等価値歩止りの関係について
採材種別に各等級素材を比較すると第 7 表の如くであり、(a)について板類を主にとった
時は、Ⅰ等材とⅡ等材との間に大差があり、Ⅱ等材とⅢ等材では略々近似した結果とな
ったが、これは素材規格よりして当然窺えることである。

第 7 表

(b)についてはその製材量より考えて、素材欠点の製品に対する表われ方が明瞭であるの
で、大体標準的とみられる差を示して居る。
(c)については挽角の形量より考えて、製材の中では大きいものが多く、従って素材欠点
の拘束を受けることが少ない点より、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ等共に近似した差となったと思う。
(ニ) 以上の考察より考えられたエゾ松素材の等級別格差は第 8 表の如くであったが、勿
論調査方法の不備な点もあり、未だ推敲すべき余地のある数値ではあるが一応この
様な結果を得た。

  第 8 表
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